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昨
年
か
ら
続
く
令
和
の
米
騒
動
。
昨
年
秋
ご
ろ
の
米
不
足

か
ら
始
ま
り
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
か
ら
米
が
消
え
、
米
の
価
格

の
高
騰
に
つ
な
が
り
、
今
で
は
、
米
自
体
は
見
か
け
る
も
の

の
価
格
が
昨
年
の
二
倍
弱
と
な
り
、
随
分
と
家
計
に
負
担
が

か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
現
時
点
で
は
備
蓄
米
が
流
通

し
て
い
る
実
感
は
な
い
が
、
カ
ル
ロ
ー
ス
等
外
産
米
は
店
頭

で
見
か
け
る
と
と
も
に
、
米
も
一
袋
五
キ
ロ
、
一
〇
キ
ロ
販

売
か
ら
二
キ
ロ
、
四
キ
ロ
販
売
へ
と
小
分
け
や
量
に
よ
る
見

か
け
の
価
格
操
作
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

米
の
生
産
は
、人
口
減
と
、手
間
が
か
か
る
、パ
ン
食
へ
の

シ
フ
ト
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
ブ
ー
ム
等
に
よ
る
消
費
者
の
米
離
れ

に
よ
る
米
の
需
要
減
に
よ
り
、
主
食
米
の
生
産
調
整
が
適
切

に
行
わ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
飼
料
用
米
や
高
収
益
作
物
へ
の

転
換
が
進
め
ら
れ
て
き
た
と
思
っ
て
い
る
が
、
米
不
足
の
報

道
が
広
ま
る
に
つ
れ
、
買
い
求
め
が
進
み
、
店
頭
か
ら
米
が

消
え
、
価
格
上
昇
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
、果
た
し
て
真
相
は
ど
う
な
の
か
が
疑
問
で
あ
る
。

願
わ
く
は
、
こ
の
価
格
高
騰
で
米
の
価
値
が
見
直
さ
れ
、

日
本
の
主
食
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、

大
切
に
食
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
た
い
。

一
方
、生
産
者
の
視
点
か
ら
は
、利
益
確
保
の
た
め
の
適
正

価
格
と
し
て
現
在
の
価
格
が
妥
当
と
言
わ
れ
る
か
も
知
れ

な
い
が
、
価
格
の
急
激
な
上
昇
が
米
の
消
費
離
れ
に
つ
な
が

り
、米
の
生
産
者
減
に
更
な
る
拍
車
を
か
け
な
い
よ
う
、米
の

安
定
供
給
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導

入
に
よ
る
省
力
化
や
担
い
手
へ
の
農
地
の
更
な
る
集
積
、
防

災
・
減
災
対
策
等
を
早
急
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、そ
の

た
め
の
基
盤
整
備
は
益
々
重
要
に
な
る
と
思
う
。

昨
年
六
月
に
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
が
改
正
・

施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
基
本
理
念
の
一
つ
と
し
て
食
料
安
全

保
障
の
確
保
を
位
置
づ
け
、
食
料
の
安
定
供
給
に
加
え
て
、

「
良
質
な
食
料
が
合
理
的
な
価
格
で
安
定
的
に
供
給
さ
れ
、

国
民
一
人
一
人
が
こ
れ
を
入
手
で
き
る
状
態
」
と
す
る
と
あ

る
。
そ
の
理
念
を
実
現
す
べ
く
こ
れ
か
ら
の
農
業
農
村
整
備

に
大
い
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
彦
）

令
和
の
米
騒
動
に
思
う

「結の故郷越前おおの」石山志保大野
市長に聞くを拝読して

　大野市の魅力がたくさん語られ、市長
と職員の協働によって、持続可能なまち
づくりが進められる様子がうかがえまし
た。いろいろな施策立案においては、女
性目線のたまものなのかな～と思いま
す。石山市長の異色なキャリアも大きな
力となって働いているのでしょう。大野
市にとって最適な人材だと感じました。
　以前、「私の行ってみたい街」リスト
に熊本県の八代市を加えましたが、今回、
大野市を加えたいと思います。

兵庫県　70代男性　団体職員

　新潟県上越市に住む私にとって同じ北
陸の福井県は身近な存在です。大野市に
はご主人との縁で移住し、故郷のように
身を投じていること敬服します。
　石山市長は「持続可能な地域づくり」
をモットーとしているとのことですが私
も微力ながら土地改良を通じ、持続可能
な地域の実現に日々精進しています。農
業という生業があるから人が住み、農村
というコミュニティーが形成されます。
農村という日本の原風景が変わらないた
めに土地改良を通じ変わり続ける一助と
なりたいと思っています。
　石山市長の更なるご活躍を期待してい
ます。

新潟県　40代男性　団体職員

　石山志保大野市長は日本の救世主です。
　幼き頃からの生活環境により、柔軟性
と多様性を兼ね備えた石山市長は、行政
マンも政治家もトップランナーですね。
　総合計画は、外部発注？前プランの焼
き直しかと思いきや、職員と市民の協働
作業により、1年ごとに検証を行い修正
する取組は、血の通った行政による将来

構想であり、まさに「ニューノーマル」
と『デジタル化』だと感じます。
　そして、掲げた三つの柱 “農業” “農
村” “食” が地域を守り育て、継承する
心を強力に支援する市長様に、高齢化と
人口減少に喘いでいる地方自治体の救世
主として、更なる情報発信を大いに期待
しています。

山口県　60代男性　会社員

食料・エネルギーの「地産地消」に
貢献する
隠岐の島町における小規模分散型再
生可能エネルギー事業の取り組み

　鴻池組による、地方の再生可能エネル
ギー事業に興味を持った。
　隠岐の島町内での、製材所から発生す
る端材や間伐材などの未利用資源を使っ
て圧縮成形した木質ペレットの活用に注
目した。発電やボイラーなどの燃料とし
て消費されることでの新たな需要とな
り、島内の小学校への工場見学会や催事
を行い、地域と連動した活動は素晴らし
いと感じた。
　これからの未来に向けた維持管理・運
用を今後も期待したい。

京都府　40代男性　会社員

初代ワーキングマザーの努力
（女性リレートーク）

　会社で前例のない産前産後休業、育児
休業を上司との話し合いを繰り返し実現
させた一方で、時代背景からどんなに
困っても子供を理由に休暇、早退はしな
いと夫婦で決め、父母に協力を求め、仕
事を続けたことは大変なご苦労があった
ことと思いました。働き方改革、人手不
足等で労働者優位の社会になっておりま
すが、今でも見えないところで、ご苦労
されている方々は多くいるのだろうなと
改めて考える機会となりました。

宮城県　男性　地方公務員土 地 改 良
第330号

令和7年7月15日　発行

編集者／発行所

Ұൠࣾஂ๏ਓɹ౔஍վྑݐઃڠձ
˟���ô���� ౦ژ౎۠ߓ৽ڮ�ஸ໨��ô�ɹ

೶ۀ౔໦ձؗ
5&- ��ô����ô����
'"9 ��ô����ô����
IUUQ���XXX�EPLBJLZP�PS�KQ�

ΠϯλϏϡʔٴͼऔࣄهࡐ౳͸ฤूΛ
Ճ͓͑ͯΓɺจ੹͸౰ڠձʹ͋Γ·͢ɻ
·ͨɺ೶ྛਫ࢈ল৬һͷ౤ߘจͷ಺༰
΍ҙݟ͸ɺࣥචऀݸਓʹଐ͠ɺಉলͷ
ղΛࣔ͢΋ͷͰ͸͋Γ·ͤΜɻݟࣜެ

デザイン・印刷　ࣜגձࣾͻͱΈ

ຊ͔ࢽΒͷڐՄແ͖సࡌɾෳ੡Λ͡ې·͢ɻ

　官製はがき又はメールにて、本号の記事の中で面白かったもの、興味深かったもの
を5点以内で順に表題名をお書きいただくとともに、ご意見、ご感想を200字程度で
おまとめ下さい。また、住所、氏名、性別、年齢、職業、勤務先、電話番号をお書き
下さい（掲載の際には、都道府県名、性別、年齢、職業までを表記させていただきま
す。また、文意を変えない範囲で、当方の判
断で文章の量を調整させていただきます）。
　ご感想等を掲載させていただいた方には、
毎回もれなく全国各地の名品を贈らせていた
だきます。次回掲載分については、「博多か
らの贈りもの「彩」5種セット」をご用意し
ております。［8月末日締切］

〒105-0004 港区新橋5-34-4
土地改良建設協会「くろすおーばー」係
メールアドレス　jigyo@dokaikyo.or.jp

宛て先

協会会員企業の関係記事

くろすおーばーくろすおくろすおくろすおくろすお

本誌「土地改良」へのご意見、ご感想をお待ちしております。

P R E S E N T
博多からの贈りもの
「彩」5種セット
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